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環 境 技 術 委 員会 の お知 らせ(第358回)

令和元年5月22日(水)午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

千代田区永 田町2-2-1

◇国会議事堂 前駅(丸 の内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り2分 、永 田町

駅(有 楽町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議 員会館 玄 関にて、通行証 を差 し上げます。その時刻前に到

着 された方は、恐縮ですが、受付脇 のロビーにてお待ち下 さい。会

議開始後 にお越 しの方は、受付に 「第2会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 されば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 「環境 問題 につ いて、昨今 、想 うこと」

挨拶 坂本忠彦環境技術委員長

2、 最近 の水処 理 ・浄水 化へ の世界的動向

解説 谷岡明彦東京工業大学名誉教授

3、 『環境技 術関連 ニ ュー スNO.179』

解 説 中島稔 科学 技術部会 長

報 告 去 る4月18日 開催 の第357回 環境技 術委員 会 は、坂本 忠彦委員

長が議長 を務 め行われま した。まず、坂本委員長 よ り、 環 境問題に

ついて、昨今、想 うこと」 と題 して開会挨拶があ りま した。桜 の開花

後、気温が下がったため、長 く花を楽 しむ ことができた。その後、北

海道が 目本で一番暑い 日が何 日かあった。 これ も地球温暖化の影響だ

ろ うか。 さて、　COPの 会議 では、 日本 も京都 議定 書 の枠組み作 りな ど

で貢献 している。パ リ協定でさらに具体的な取 り組みが行われた。ア

メ リカは トランプ大統領が脱退 を表明 したものの、実際に効力 を発す

るのは1期 目の任期 を終 えて か ら とい うことになるので、仮に大統領

が変われば、脱退 しない可能性 もあるといわれてい る。それ らを含 めて、御解

説を うかがいたい。

次に、清原淳平専務理事 より、高村ゆか り東京大学未来 ビジ ョン研究センタ
ー教授の経歴紹介があ りま した

。次に、高村教授 よ り、「COP24と 温暖 化対策

の展 望」にっい て解説があ りました。昨年の西 日本豪雨 と台風21号 によって 、

1兆 円弱 の被害 があった。 温暖化によって、猛暑の気温は1℃ 、 豪雨 の降水 量

は7%増 えてお り、 それ だ け異常気象 の水準が上がるとい うことになる。 さら

に、農業 ・漁業にも影響を及ぼす。パ リ協定は、脱炭素化 によって、気温上昇

を2℃ 、 できれ ば1.5℃ の範 囲 に抑 え よ うと してい る。 日本は、2030年

まで にCO2排 出量 を26%減 らし、2070年 まで に全世 界 で排 出0を 目指 し

てい る。2015年 、再 生可能エネル ギー発 電 が、石炭火力発電の発電量を上

回った。 これには再生可能ニネルギーのコス ト削減が寄与 してい る。経済成長

とCO2排 出減 は両立 し うるこ とが わかったが、電力はエネルギー消費の20%

に過 ぎず、楽観視 はで きない。 しか し、再生可能エネルギーの利用は企業に と

って もプラス とい うこ とが分か り、これまで先進国 と途上国の間で削減量 の「負

担」を押 し付け合ってきた議論が、相互協力に変わ りつつあるのが最大の変化

だ と言える。 日本に とっては、再生可能エネルギーはエネル ギー安全保 障の面

か らも利点があるが、他に産業の無い産油国カミ紛争地帯になる可能性 もある。

次 に、中島稔科学技術部会長 よ り、『環境技術関連ニュースNo.178』 の解 説

が あ りま した。今 回 は、○地球温暖化の影響は、乱気流の増加 ももた らす、 と

い う研究結果。○経産省、国内製造業に技術情報の管理強化を求 める。海外か

らのサイバー攻撃 によって、地方の中小企業 の技術情報が狙 われている。適切

に情報管理 を行 う企業には認証を与える方針。OG.20の 科 学アカデ ミー に よる

会議 が、気候変動や海洋プラスチ ック問題について国際的協力 を進める共同声

明を発表。○経産省でCO2の 再利 用 を 目指す 官民協議会 が始動、CO2を 回収 し

て化 学製 品 につ くり変 える技術な どを推進す る。　OCO2か ら医薬原 料 を作 る技

術 。光 で有機化合物 と反応。発電所排出ガxを 有効利、用す る。　OJOGMECが 、10

年 運用 して きた三 次元探 査船 「資源」の後継船を、4月 下旬 か ら導入 開始 。1

30億 円で購 入 した。 ○な どの解説 があ り、一同大いに勉強 にな りま した。

★レクチュアにつき、当目会費千円にご協力をお願い申し上げます。

次回、5月22日(水)の 環境技術委員会 に

御芳名

出 一欠(い ずれかに○印)

貴方様のFAX

テロ対策への警備からの要請上、会 員に限ります。

非会員で参加希望者は、2日 前 までに履歴 書をご提 出下さい。

(その際の当 目会費は二千円 となります。)


